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１．はじめに 

 劣化した橋梁の耐荷力評価法として、定量荷重を載荷させるこ

とで発生する実応力レベルと理論値を比較する方法や、実際の通

過交通に対する応力頻度を測定することで評価する方法等が近

年実施されている。今回、昭和 45 年に架設された橋長 214.0ｍ

単純Ｔ桁橋（写真－１）の応力計測を４回実施した。その際、同

じ計測箇所の計測値にバラツキが発生し、これが劣化の影響なの

か温度等の２次的な応力影響なのか判断しかねる状況となった。

ここでは主桁の上下フランジ部に発生したひずみ値から中立軸

を算定し、基準位置からの中立軸を比較することでコンクリート

橋の劣化進行性を評価した。 

２．２０ｔ検測車を用いた載荷試験 

 載荷試験は２０ｔ検測車を図－１

に示す３ケースを①平成１７年２月

２２日②平成１７年６月６日③平成

１７年１０月２５日④平成１８年２

月７日の４回実施した。計測内容とし

ては①主桁支間中央位置の変位②支

間中央位置の主桁ウェブ側面上下部

のひずみを計測した。ひずみ計測は、

光ファイバーの中を通る光（850nm の

赤外線）が経路に曲がり（マイクロベ

ンディング）があると、その場所で光が外部に漏れファイバー内部を通過する光の強度が減少することに着眼

し、その撚り線からの光の漏洩を計測するというシンプルな原理を採用した光ファイバーシステム（図－２）

により実施した。 

図－３は主桁変位 

を示したものである 

が、冬期に実施した 

計測値と春期及び秋 

期に実施した計測値 

に大きな差が確認で 

きた。一般に劣化進 

行が伴う場合、経時 

変化に対しては主桁 

の変位は大きくなる 

傾向が考えられる。 
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写真－１ 対象橋梁 

図－１ ２０ｔ検測車載荷状況 

(a)光学センサーの原理             (b)光学センサーの基本構成 

図－２  光ファイバー計測システム 
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図－４ コンクリート劣化に伴う中立軸変動概要 

図－５ 応力計測より算定した中立軸変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３の結果は理論値と春期及び秋期計測結果が一致し、２回の冬期主桁変位が小さい傾向を示した。一般に

変位が小さくなる要因としては、剛度の増加が考えられるが、対象橋梁のようにひび割れ発生が顕著な構造物

に対しては考えにくい状況にある。 

３．中立軸変動による評価手法 

対象橋梁のようなコンクリートＴ桁橋は、通常、

荷重が載荷すると床版側には圧縮応力、主桁下面側

には引張応力が図－４のような状況で発生する。そ

の際、床版と主桁は一体化しているため、構造体と

しての中立軸は上方に位置する。コンクリート体が

劣化すると剛度が低下し、中立軸位置は劣化に

伴い変動すると考えられる。また温度等の２次的応

力影響があっても健全時の中立軸位置は変化する

ことは考えにくいため、図－3の結果が劣化による
影響なのか判断する評価基準として中立軸の変動

評価が有効と判断した。 
図－５は今回の応力計測により得られたＧ１主

桁側面ウェブ部分の上下部分に設置したセンサー

ひずみより現状の中立軸位置を算定し、その位置を

示したものである。図中の赤色線が計測値をもとに

算定した中立軸位置である、黒点線は中立軸を求め

る上で基準とした位置を示す。全ての計測時期にお

いて中立軸の位置は基準位置より 120mm 程度上

方に有りほとんど変動がないことが確認できた。通

常、主桁下面がひび割れ発生等により劣化すると

断面として機能しなくなるため、発生応力のレベ

ルが大きくなり中立軸は変動すると考えられる。この観点から考えると、対象橋梁の中立軸は計測期間中にお

いて変動していないと考えられ、劣化の進行は無いものと判断できる。 
 以上より、主桁のひずみ分布測定をもとに求められる中立軸の変動に着目することで温度等の２次的応力影

響がある構造物でも劣化進行の判定は可能と考える。 
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理論値（ＦＥＭ解析結果）
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(a)中央載荷時（ＣＡＳＥ３）主桁変位       (b)下流側載荷時（ＣＡＳＥ２）主桁変位 

図－３  ２０ｔ検測車載荷時の主桁変位 
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